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【 編集後記 】

昨年秋より編集委員に参加させていただいています。現在は，仕分けで注目を浴びた独立行政法人の研究所に勤務していま

すが，その前は13年間にわたって，製薬企業で医薬品原薬の物性評価や製剤化研究を行ってきました。熱分析装置は，一連

の評価の中で数多く利用する機器の中でも，最も研究者冥利に尽きるもののひとつだと思います。他の評価手段と比べると，

熱分析には何でも見えるという長所があります。しかし裏を返せば，それは何かが見えても何を見ているのか分からないとい

う弱点にもなります。新規化合物の熱分析を行うと，頻繁に予想外の現象に遭遇します。そのような場合には，あれこれ温度

プログラムを工夫したり，測定途中で止めてパンを開けてみたりなど，謎解きが始まります。粉末X線－DSC同時測定装置

に代表される複合装置は，一発で答えを導き出す極めて強力な評価手段となり得るのですが，装置が便利になればなるほど，

研究者の創意工夫やノウハウが生きる機会も少なくなります。医薬品の開発において熱分析は間違いなく必須なのですが，討

論会において医薬品関連の発表や参加者が最近少ないのは，そのような技術進歩が，皮肉なことに要因のひとつかもしれませ

ん。しかし便利な装置を使うにしても，基本知識がないとそれを生かしきれないどころか，とんでもない誤使用となる可能性

があることは，言うまでもありません。熱測定学会に限らず，特定の分析手段に注目した学会は往々にしてマニアックな印象

があり，日常業務の一部で使っているだけの者にとっては近寄り難いものです。今後は本誌の編集業務などを通して，そのよ

うな熱分析装置ユーザーが，本学会に興味を持つように活動できればと思います。

（川上 亘作）
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